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本論文は 3 部で構成され，各部はそれぞれ 2 つの章で成り立っている。第 1 部は「行列簿記
の起源」，第 2 部は「意思決定と経営分析」そして第 3 部は「記帳の効率化とデータ保持」で
ある。序章と終章は除き，第 1 章は「行列簿記の萌芽と生成」，第 2 章は「行列簿記の構造と
種類」，第 3 章は「行列簿記と意思決定」，第 4 章は「行列簿記表と経営分析」，第 5 章は「記
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